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　毎年２月６日，輪島市門前町の鬼
おに

屋
や

神社で行われる。鬼屋神社は古くは神
しん

明
めい

社
しゃ

と呼ば
れ，鬼屋の鎮守とともに總

そう

持
じ

寺
じ

の守護神であった。祭りは県の「無形文化財」に指定さ
れており，「なり祝い」（なりものを祝うの意）という，昔の耕作過程をしのばせる特異
な芸能が奉納される。
　狩衣装の祭主が神前に進み祝言を言上した後，直径40cmの平な鏡餅を棒に差し込ん
だものを糸車に見立て，「ブイブイ，ネソネソ」と唱えながら，右左に振り回して紡ぎ
織りの所作をする。今度はそれを鍬

くわ

に見立て，村人の頭や膝を畔
あぜ

のかわりにして「ペロッ
ペロッ」となでたり，こづいたりする。次に祭主は，神楽太鼓を陸

む つ

奥の国から買い求め
た牛だと称して，ねじり鉢巻きの鼻取り役と共に方言をまじえながら，おもしろおかし
く転がし回す。牛耕の所作である。
　次に田植えにかかる。紺着に姉さんかぶりの女性達が現れ，松葉を苗に見立て田植え
をする（表紙写真）。祭主はそれに合わせて太鼓を打ちつつ，「田植えや早乙女，笠買う
てきしょに…」と田植え歌を歌う。それが終わると，祭主は古い朽ちかけた幾つかの燈
台と奉燈のみの薄明りの中で端座し，太鼓を打ちながら「ひんだの山より，山じを寄せ
て，此の木を直し…」と田ばやしを歌う。座にいるものは，それに合わせてコゴメの木

（紫式部の木）の枝で床板を「パチッパチッ」とたたく。最後にみんなで「いつもより
世よし」と三回唱えて，祭りは終わる。
� （写真：輪島市，文：鬼屋区長　中田　玄丈）

表紙写真説明：シリーズ農村の伝統祭事

ぞんべら祭り
（石川県　輪島市）


